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2023  May

当協会ではビルメンテナンス業の紹介や社

内教育などに活用できるよう、わかりや

すい Web 動画の制作を積極的に進めている。

　この度、設備管理・保全講習で開催している

電気設備講習の実技に焦点をあて、新たに2本

● 動画はこちらの URL よりご覧ください ●
https://www.tokyo-bm.or.jp/seminar/library.html

の動画を制作した。本動画は、初級レベルの実

技講習の主なポイントを紹介し、講習の予習や

復習、社内教育の補助教材として活用できる内

容となっている。

『設備管理講習　受電盤、動力・電灯変圧器盤の研修』
「設備管理の基礎（新人教育）」、「ビルの電気設備（初級編）」講習会で実施する受電盤、　
動力・電灯変圧器盤の操作実技の注意点やポイントを解説。

『設備管理講習　電気測定器の使い方』
「設備管理の基礎（新人教育）」、「ビルの電気設備（初級編）」、「高圧・特別高圧電気取扱
者安全衛生特別教育」、「低圧電気取扱者安全衛生特別教育」で使用する電気測定器の概
要や測定時のポイントを解説。

設備管理に関する新たな動画を作成
Topics



2安全は貴方が主役　正しい手順　危険を予知する　プロ意識

Clip クリップボード

Board

　政府が新型コロナウイルス感染症における感染症法上の位置づけを、５月８日に5類に

引き下げることに伴い、当協会の講習会等も以下の通り対応を変更する。

　当協会の講習会等をご利用される方は上記をふまえてご参加ください。

　なお、（公社）全国ビルメンテナンス協会より「ビルメンテナンス業における新型コロナウ

イルス感染拡大予防ガイドライン」の改訂版が発行されているので合わせてご参照ください。

https://www.j-bma.or.jp/corona/32296

　社内教育等での活用を目的に、設備点検に関するテキスト

を作成した。

　本書は、設備管理業務の初心者が理解しやすいよう、設備機

器の名称、役割、点検項目、点検箇所、良否判定の方法などに

ついて、写真やイラストを多く取り入れ、わかりやすく解説し

ている。是非、ご一読ください。

１章　電気設備　　　　　２章　空気調和設備　　
３章　給排水衛生設備　　４章　防災設備

購入は東京マナビルから　

https://www.tokyo-bm.or.jp/manabuil.html

会員価格：1,980円（税込）本体1,800円+税180円
一般価格：3,960円（税込）本体3,600円+税360円

１　講習会等のマスク着用と手指消毒が任意に。
２　体調チェックシートの提出が不要に。
３　入室時の検温が不要に。
４　イベント時の立食が解禁に。

『知っておきたい建物設備の知識』を発刊

当協会における新型コロナウイルス感染症
対策の変更について



3 捨てよう過信　慣れと油断と手順無視　基本動作と正しい心
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サクランボは実るでしようか ～偽の入札には気を付けろ
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風の住宅建築の特質をよく示している。

 当協会における新型コロナウイルス感染症対策の変更について
『知っておきたい建物設備の知識』を発刊 ２
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テ
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講演者

第一部　東京労働局労働基準部健康課　
　　　　金内　歩　氏

第二部　シーバイエス株式会社　
　　　　マーケティング・R&D 本部　
　　　　菅沼　剛　氏
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5 危険だよ　言える勇気と聞く耳を　みんなで育てる　ゼロ災職場

　

第
一
部
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
の
概
要
を
2
つ
の

項
目
に
絞
っ
て
お
話
を
進
め
ま
す
。

化
学
物
質
を
事
業
場
内

で
別
容
器
等
で
保
管
す

る
際
の
措
置
の
強
化

1　

労
働
安
全
衛
生
法
第
57
条
で
譲
渡
・

提
供
時
の
ラ
ベ
ル
表
示
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
化
学
物
質( 

ラ
ベ
ル
表
示
対

象
物) 

に
つ
い
て
、
譲
渡
・
提
供
時
以

外
も
、
以
下
の
場
合
は
ラ
ベ
ル
表
示
・

文
書
の
交
付
そ
の
他
の
方
法
で
、
内
容

物
の
名
称
や
そ
の
危
険
性
・
有
害
性
情

報
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
ラ
ベ
ル
表
示
対
象
物
を
、
他
の
容
器

　

に
移
し
替
え
て
保
管
す
る
場
合

●
自
ら
製
造
し
た
ラ
ベ
ル
表
示
対
象
物

　

を
、
容
器
に
入
れ
て
保
管
す
る
場
合

　

こ
の
内
容
は
、
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら

施
行
で
す
。

　

ま
ず
、
ラ
ベ
ル
表
示
等
に
つ
い
て
。
図
1

に
あ
る
よ
う
に
、
ラ
ベ
ル
表
示
と
は
、
洗
剤

「職場における新たな
  化学物質規制について」

東京労働局労働基準部健康課

　金内 歩　氏

第一部

図1



6伝える勇気と聞く気持ち　助け合う　心がつくる　安全職場

や
ワ
ッ
ク
ス
な
ど
の
容
器
に
貼
付
又
は
印
刷
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。Ｓ
Ｄ
Ｓ
と
は
、「
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
」

のSafety D
ata Sheet 

の
略
で
、
化
学
品
の
危
険
有

害
性
情
報
を
記
載
し
た
文
書
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
皆

様
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
洗
剤
や
ワ
ッ
ク
ス

な
ど
を
入
手
し
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
危
険
性
・
有

害
性
が
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
ラ
ベ
ル
に

絵
表
示
マ
ー
ク
が
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
危
険
性
・
有
害
性
を
示
し
て
い
る
の
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
作
業
場
所
を
管
理
す
る

方
々
が
、
作
業
者
の
方
々
に
、
こ
れ
ら
の
危
険
性
・
有

害
性
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
物

質
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
含
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
作
業
者
が
安
全
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
、
何

が
危
険
な
の
か
、
安
全
に
作
業
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
う
の
か
を
、
作
業
者
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

で
は
、
今
回
、
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な
る
内
容
に

つ
い
て
。
図
2
の
よ
う
に
、
購
入
し
た
ボ
ト
ル
（
一
斗

缶
・
ポ
リ
タ
ン
ク
容
器
な
ど 

）
の
中
身
を
別
容
器
に

入
れ
て
保
管
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
該
物
の
名

称
と
人
体
に
及
ぼ
す
作
用
を
ラ
ベ
ル
表
示
な
ど
の
方
法

で
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

図2



7 人と人が　寄り添って助け合えば　かならず作れる　安全職場

「ビルメンテナンス業のための新たな化学物質管理」セミナーから特　集

の
方
法
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
が
、
高
年
齢
者
が
多
い

清
掃
業
に
限
っ
た
お
話
を
し
ま
す
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
化
学
物
質
や
薬

品
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
形
で
表
示
等
を
す
る
こ
と
が
よ

い
か
を
、
皆
様
も
一
緒
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

計
量
し
、
他
容
器
に
移
し
替
え
る
が
、
す
ぐ
に

作
業
を
行
い
、
保
管
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
も
名

称
等
の
明
示
は
必
要
か
。

　

他
容
器
に
一
時
的
に
移
し
替
え
る
だ
け
で
保
管

せ
ず
、
そ
の
場
で
使
い
切
る
場
合
等
は
、
保
管
す

る
場
合
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
共
が
様
々
な
作
業
場
所
に
お
伺
い
し
、
作
業
場
所

を
管
理
す
る
方
と
一
緒
に
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、

管
理
す
る
方
に
も
わ
か
ら
な
い
、
何
の
表
示
も
な
い
容

器
を
目
に
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
作
業
者
の
方
々
も

経
験
を
積
ま
れ
、
創
意
工
夫
し
、
一
番
作
業
し
や
す
い

方
法
と
し
て
、
そ
の
容
器
に
分
け
て
作
業
を
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法
を
生
か
し
な
が
ら
、

他
の
容
器
に
移
し
替
え
る
際
の
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
か
ら
2
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

別
容
器
等
で
保
管
す
る
場
合
、
小
分
け
容
器
が

小
さ
い
の
で
、
ラ
ベ
ル
表
示
が
難
し
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｓ

等
を
掲
示
し
た
り
、
二
次
元
コ
ー
ド
で
の
明
示
で

も
よ
い
か
。

　

ラ
ベ
ル
表
示
、
文
書
の
交
付
、
使
用
場
所
へ
の

掲
示
、
必
要
事
項
を
記
載
し
た
一
覧
表
の
備
え
付

け
、
記
録
媒
体
に
記
録
し
そ
の
内
容
を
常
時
確
認

で
き
る
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
等
、
各
事
業
場
で

の
取
り
扱
い
方
法
に
応
じ
て
労
働
者
に
確
実
に
伝

達
で
き
る
方
法
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
二
次
元
コ
ー
ド
で
の
明
示
も
可
能
で
す

が
、
そ
の
場
合
に
は
、
労
働
者
が
取
扱
い
時
に
容

易
に
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
社

内
で
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
が
、
作
業
場
所
に
お
い
て
作
業
者

が
「
読
む
こ
と
が
で
き
る
」
「
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
表
示
等
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
で

Ｑ
1

Ｑ
2

A
1

A
2

▲

　 厚生労働省のホームページ「化学物質対策に関するＱ＆Ａ
（ラベル・ＳＤＳ関係）」では、他にもＱ＆Ａが掲載されて
  おりますので、参考にしてください。

 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_11237.html



8作業後に　一度見直す　意識もち　みんなでつみとる　危険の芽

化
学
物
質
管
理
者
の

選
任
の
義
務
化

2
　

令
和
６
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
化
学
物
質

管
理
者
の
選
任
の
義
務
化
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま

す
。
化
学
物
質
管
理
者
の
選
任
が
必
要
な
事
業
場
と
し

て
、
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
製
造
、
取
扱

い
、
ま
た
は
譲
渡
提
供
を
す
る
事
業
場
（
業
種
・
規
模

要
件
な
し
）」
と
あ
り
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
が
含
ま
れ
る
洗

剤
、
溶
剤
等
を
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
取
り
扱
う
事
業
場
と
し
て
、
化
学

物
質
管
理
者
の
選
任
が
必
要
で
す
。
選
任
の
要
件
と
し

て
、
「
取
り
扱
う
事
業
場
」
で
は
、
資
格
要
件
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
専
門
的
講
習
の
受
講
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
事
業
場
」
が
、
会
社
全
体
な
の
か
、
営
業

所
ご
と
な
の
か
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
36
協
定
や
就
業

規
則
の
届
出
、
50
人
以
上
い
る
場
合
の
定
期
健
康
診
断

の
結
果
報
告
等
を
事
業
場
単
位
で
行
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
「
事
業
場
」
毎
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

化
学
物
質
管
理
者
は
事
業
場
毎
の
選
任
と
な
り
ま
す

が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
は
、
事
業
場
の
下
に
少

人
数
単
位
で
多
く
の
作
業
場
所
が
あ
り
、
様
々
な
種
類

図3



9 ありがとう。　その 1声から生まれる　仲間の絆と感謝の心

「ビルメンテナンス業のための新たな化学物質管理」セミナーから特　集

の
洗
剤
、溶
剤
を
お
使
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
・

Ｓ
Ｄ
Ｓ
等
の
確
認
、
化
学
物
質
に
関
わ
る
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
実
施
管
理
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果

に
基
づ
く
ば
く
露
防
止
措
置
の
選
択
と
実
施
の
管
理
、

化
学
物
質
の
自
律
的
な
管
理
に
関
わ
る
各
種
記
録
の
作

成
・
保
存
、
化
学
物
質
の
自
律
的
な
管
理
に
関
わ
る
労

働
者
へ
の
周
知
や
教
育
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象

物
に
よ
る
労
働
災
害
が
発
生
し
た
際
の
対
応
な
ど
、
多

く
の
職
務
が
化
学
物
質
管
理
者
に
求
め
ら
れ
ま
す
。１

人
の
化
学
物
質
管
理
者
が
職
務
全
て
担
う
と
い
う
こ
と

で
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
複
数
人
の
化
学
物
質
管

理
者
を
選
任
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
厚
生
労
働
省
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
、
「
同
一
事
業
場
内
で
複

数
人
を
選
任
し
、
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
業
務
に
抜
け
落
ち
が
発
生
し
な
い
よ
う
業
務

を
分
担
す
る
化
学
物
質
管
理
者
間
で
十
分
な
連
携
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
事
業
場
に
あ
っ
た
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ま
と
め

　

今
回
は
、
「
化
学
物
質
を
別
容
器
に
小
分
け
に
し
て

保
管
す
る
際
の
措
置
」
「
化
学
物
質
管
理
者
の
選
任
義

務
」
の
２
点
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
化
学
物
質
は
危
険
・
有
害
性
と
い
う
こ
と
を
伝
え

る
だ
け
で
は
、
作
業
者
は
化
学
物
質
に
対
し
不
安
を
抱

い
て
し
ま
い
、
作
業
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
普
段
使
用
し
て
い
る
洗
剤
に

「
危
険
」
と
書
い
て
あ
る
場
合
、そ
の
「
危
険
」
の
内
容
、

「
危
険
」
に
対
す
る
対
応
方
法
、
管
理
方
法
等
を
管
理

者
だ
け
で
な
く
、作
業
者
も
理
解
す
る
こ
と
で
、安
全
・

安
心
な
作
業
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
事
業
場
に
お
け
る
、
「
今
」
の
化
学
物
質
に

係
る
管
理
を
確
認
し
、
「
新
た
な
化
学
物
質
管
理
」
に

つ
い
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。



10見なおそう！　慣れた仕事の落とし穴　謙虚な気持ちで穴なくそう！

　

第
二
部
で
は
、
「
清
掃
業
務
に
お
け
る
化
学
物

質
規
制
の
最
新
動
向
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
、
化
学
物
質
の
規

制
と
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
安
全
デ
ー
タ
の
シ
ー
ト
）
の
関
係

な
ど
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
現
場
に
近
い
話

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

化
学
物
質
規
制
の

大
き
な
変
化

　

図
4
は
、
日
本
に
お
け
る
化
学
物
質
管
理
の
規

制
に
つ
い
て
示
し
て
お
り
ま
す
。
化
学
物
質
だ
け

で
非
常
に
多
く
の
幅
広
い
規
制
が
日
本
に
は
あ
り

ま
す
が
、
化
管
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
毒
劇
法

（
黄
色
表
示
の
法
律
）
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
で
は
密
接
に
関
係
し
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
清
掃
業
務
に
お
い
て
、

洗
剤
、
洗
浄
剤
、
床
用
ワ
ッ
ク
ス
、
ワ
ッ
ク
ス
の

剥
離
剤
な
ど
の
様
々
な
化
学
物
質
・
ケ
ミ
カ
ル
製

品
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
環
境
に

対
す
る
影
響
や
労
働
災
害
の
発
生
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、数
多
く
の
規
制
が
存
在
し
、年
々

厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
令
和
５

年
4
月
か
ら
大
き
く
変
化
す
る
、
化
管
法(
Ｐ
Ｒ

Ｔ
Ｒ
制
度)

と
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
を
紹

介
し
ま
す
。

「清掃業務における
  化学物質規制の最新動向」
～化管法 (PRTR 制度 ) と
   労働安全衛生法の改正と適正管理～

シーバイエス株式会社　マーケティング・R&D本部　 　菅沼 剛　氏

第二部

図4



11 熱中症　渇いてからでは　手遅れに

特　集 「ビルメンテナンス業のための新たな化学物質管理」セミナーから

化
管
法
（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
）

の
改
正
に
つ
い
て

1
　

化
学
物
質
管
理
促
進
法(

通
称
「
化
管
法
」)

は
、

化
学
物
質
の
多
様
化
に
よ
り
、
環
境
へ
の
悪
影
響
の
有

無
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
新
た
な
管
理
手

法
と
し
て
平
成
11
年(

１
９
９
９
年)
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
化
学
物
質
が
発
生
源
か
ら
環
境
中
へ
ど
の
く
ら

い
排
出
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
・
集
計
・
公
表
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た

め
に
Ｓ
Ｄ
Ｓ
で
対
象
と
な
る
化
学
物
質
の
有
無
や
算
出

根
拠
と
な
る
含
有
量
な
ど
の
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
の
改

善
を
促
進
し
、
環
境
保
全
上
の
支
障
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
指
定
さ
れ
る
対
象
物
質
が
新
規

で
２
５
６
物
質
、
除
外
さ
れ
る
も
の
が
１
６
４
物
質
と

な
り
、
92
物
質
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
清
掃
業
務

に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
洗
剤
、
洗
浄
剤
の
主
成
分

と
し
て
使
用
さ
れ
る
界
面
活
性
剤
、
除
菌
剤
、
キ
レ
ー

ト
剤
（
金
属
イ
オ
ン
封
鎖
剤
）
溶
剤
な
ど
、
多
く
の
成

分
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
有
用
な
除
菌
剤
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
が
対
象

物
質
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
対
象
物
質
と
な
る
か
ら

使
用
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
の
化
学
物
質
に
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
洗
浄
力
や
除

菌
力
が
低
下
し
、
逆
に
使
用
量
が
増
え
て
、
環
境
に
対

す
る
負
荷
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
、
新
た
な
対
象
物
質
と
な
る
代
表
例
を
2
つ

紹
介
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
ル
フ
ァ-

ア
ル
キ
ル-

オ
メ
ガ-

ヒ
ド
ロ
キ
シ
ポ

リ
（
オ
キ
シ
エ
チ
レ
ン
）
は
、
非
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤

と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
改
正
で
新
た
に
対

象
物
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
清
掃
業
務
に
お
け
る
洗
剤

も
含
め
て
、
医
療
品
、
化
粧
品
、
農
薬
、
洗
浄
剤
な
ど

に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
キ
ル
（
ベ
ン
ジ
ル
）
（
ジ
メ
チ
ル
）
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
の
塩
は
、
通
称
「
塩
化
ベ
ン
ザ
ル
コ
ニ
ウ
ム
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
陽
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
と
し
て
使

わ
れ
る
も
の
で
、
除
菌
剤
と
し
て
一
般
に
幅
広
く
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
有
用
な
界

面
活
性
剤
と
し
て
も
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

か
な
り
多
く
の
製
品
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
清
掃
業
務
で
使
用
さ
れ
て
い
る
化
学
物

質
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
に
お
け
る
指
定
化
学
物
質
と
し

て
該
当
し
て
き
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
っ
た
か
ら
使
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
清
掃
業
務
の
幅
を
狭

め
な
い
に
、
よ
り
良
い
方
法
で
清
掃
業
務
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図5



12安心を　支える点検　見逃さない

労
働
安
全
衛
生
法
の

改
正
に
つ
い
て

2
　

国
内
で
輸
入
、
製
造
、
使
用
さ
れ
て
い
る
化
学
物
質

は
数
万
種
に
の
ぼ
り
、
化
学
物
質
を
原
因
と
す
る
労
働

災
害
が
、
年
間
４
５
０
件
程
度
で
推
移
し
、
減
少
に
は

至
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
抜
本
的
な
化
学

物
質
管
理
体
制
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
規
制
を

か
け
て
も
な
か
な
か
減
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
ま
で
の
法
令
準
拠
型
か
ら
、
自
分
た
ち
で
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
自
律
型
の
管
理
規
制
の
転

換
が
今
回
の
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
労
働
安
全
衛
生
法
の
対
象
物
質
を
含
む
製
品

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｓ
や
ラ
ベ
ル
表
示
の
情

報
に
基
づ
い
て
、
作
業
に
お
け
る
危
険
性
や
有
害
性
を

リ
ス
ク
ア
セ
メ
ン
ト
で
特
定
し
、
労
働
災
害
が
発
生
す

る
リ
ス
ク
低
減
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
対
象
物
質
は
６
７
４
物
質
で
す
が
令
和
５
年

４
月
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
化

学
物
質
が
２
３
４
物
質
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
清

掃
業
務
に
関
す
る
製
品
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
後
５
年
ほ
ど
か
け
、
現
在
の
対
象
物

質
６
７
４
物
質
か
ら
２
９
０
０
物
質
程
度
ま
で
拡
大
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
洗
剤
や
洗
浄
剤
で
使
わ
れ
て

い
る
化
学
物
質
の
ほ
と
ん
ど
が
対
象
と
な
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
事
業
者
が
自
ら
Ｓ
Ｄ
Ｓ
や
ラ
ベ
ル
な

ど
の
確
認
・
リ
ス
ク
ア
セ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
、
自
律

的
な
化
学
物
質
の
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

図
9
は
Ｓ
Ｄ
Ｓ
掲
載
例
と
な
り
、
労
働
安
全
衛
生
法

の
通
知
対
象
物
質
や
表
示
対
象
物
質
の
該
当
箇
所
を
確

認
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

図7

図6



13 階段は　手摺を握って　一歩ずつ

特　集 「ビルメンテナンス業のための新たな化学物質管理」セミナーから

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｓ
に
記
載
の
２
項
Ｇ
Ｈ
Ｓ
情
報
な
ど
を
確
認
し
、
危
険

有
害
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
把
握
し

て
く
だ
さ
い
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
各
所
か

ら
色
々
な
方
法
が
提
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省
で
も
い
く
つ
か
方
法
を
紹
介
し
て
お
り
、
「
厚

生
労
働
省
版
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

「C
REA

TESIM
PLE

」
な
ど
は
比
較
的
操
作
性
が
簡

単
な
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

図9

【
Ｇ
Ｈ
Ｓ
】

化
学
品
の
危
険
有
害
性
を
世
界
的
に
統
一
さ
れ
た
一
定
の
基

準
に
従
っ
て
分
類
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
や
ラ
ベ
ル
で
分
か
り
や
す
く

表
示
す
る
仕
組
み
。

「
厚
生
労
働
省
版
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

「C
REATE-SIM

PLE

」

い
ず
れ
も
厚
生
労
働
省
が
公
開
し
て
い
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
実
施
支
援
シ
ス
テ
ム
。

 

【
厚
生
労
働
省
版
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
】

化
学
物
質
の
有
害
性
情
報
、
取
扱
い
物
質
の
揮
発
性
・
飛
散
性
、

取
扱
量
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
作
業
の
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
、結
果
に
応
じ
た
対
策
案
の
資
料
が
出
力
可
能
。

 

【C
REATE-SIM

PLE

】

詳
細
な
作
業
条
件
な
ど
を
設
定
す
る
こ
と
で
推
定
さ
れ
る
ば

く
露
濃
度
を
、
化
学
物
質
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
ば
く
露
限
界

値
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
程
度
を
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
を

用
い
て
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
。

図8
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そ
の
他
、
労
働
安
全
衛
生
法
改
正
に
よ
る
新
た
な
化

学
物
質
管
理
で
変
わ
る
項
目
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
セ
ミ
ナ
ー
一
部
で
取
上
げ
た
項
目
以
外
に
、
特

に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
項
目
が
、
「
皮
膚
等
障
害

化
学
物
質
へ
の
直
接
接
触
の
防
止
」
で
す
。
眼
刺
激
性
、

皮
膚
腐
食
性
の
健
康
障
害
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
物

質
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
護
具
を
使
用
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
努
力
義
務
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
義
務
と
な
り
ま
す
。
清
掃
業
務
に
お

い
て
は
、
ア
ル
カ
リ
性
や
酸
性
の
洗
剤
な
ど
、
皮
膚
に

刺
激
の
あ
る
よ
う
な
も
の
を
多
く
使
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
現
場
で
も
、
手
袋
や
、
保
護
眼
鏡
の
着
用
を
徹

底
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
法
律
で
義
務

化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
加
え
、

「
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
の
選
任
の
義
務
化
」
が
あ

り
ま
す
。
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
措
置
と
し

て
労
働
者
に
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
事
業
場
に
、
保
護

具
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
の
う
ち
か
ら
選
任
し
、
有
効
な
保
護
具
の
選
定
や
使

用
状
況
・
保
護
具
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
「
が
ん
原
性
物
質
の
作
業
記
録
の
保
存
」

の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
原
性
物
質
の
対
象
物
質
が

最
近
、
告
示
が
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
物
質
を
製
造
し
、

ま
た
は
取
り
扱
う
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
作
業
記

録
等(

１
年
以
内
に
１
回)

を
30
年
間
保
存
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
清
掃
業
務
で
は
、
研
磨
材

成
分
と
し
て
良
く
使
用
さ
れ
る
結
晶
質
シ
リ
カ
が
対
象

図10
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特　集 「ビルメンテナンス業のための新たな化学物質管理」セミナーから

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
研
磨
剤
入
り
洗
剤
な
ど
に
も
対

象
物
質
あ
り
ま
す
の
で
、
作
業
記
録
の
保
存
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
と
め

　

化
管
法(

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度)

の
改
正
に
お
い
て
は
、

洗
剤
や
洗
浄
剤
で
、
か
な
り
多
く
の
成
分
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
ま
ず
Ｓ
Ｄ
Ｓ
を
入
手
し
て
、
対
象
物
質
は
ど
ん

な
も
の
か
、
自
分
た
ち
が
ど
ん
な
も
の
を
使
っ
て
い
る

か
と
い
う
の
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
で
は
、
対
象
物
質
が
こ
れ

か
ら
非
常
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
今
ま
で
の
法
令
準
拠

型
か
ら
、
自
律
管
理
型
の
規
制
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番
の
根
幹
で

す
。
安
全
に
自
社
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

や
っ
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
下
降
ぎ
み
で
進

ん
で
き
た
が
、
こ
こ
で
足
踏
み
し
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
、
だ
ん
だ
ん
緩
く
な
っ
て

人
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
影
響
が
あ
る
と
は
思

う
が
、
注
意
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
銀
行
問
題
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
銀
行
、
ス
イ
ス
の
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
銀
行
等

が
お
か
し
く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
な
る
べ
く

し
て
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
日
本
に
も

相
当
影
響
が
あ
る
か
と
思
っ
た
が
、
そ
ん
な
に
な
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
少
し
安
心
し
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
ロ
シ
ア
の
侵
攻
は
ま
だ
続
い
て
お

り
、
経
済
に
与
え
る
影
響
と
い
う
の
は
相
当
大
き
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
が
、
一
日
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

本
日
の
議
案
は
少
な
く
、
他
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
か
ら
報
告
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
6
月
に
定
時
総
会
を
控
え
、
理
事
会
は
今
月
、

来
月
と
残
す
と
こ
ろ
2
回
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
忌
憚

の
な
い
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

そ
の
１　
厚
生
委
員
会
で
は
、
委
員
と
し
て
賛
助
会

員　

ユ
シ
ロ
化
学
工
業
株
式
会
社
営
業
本
部　

東
日

本
営
業
部
東
京
一
課
課
長
の
大
澤
悦
子
氏
に
お
願
い

し
た
い
。
前
任
の
黒
崎
勝
氏
が
3
月
末
で
退
任
し
た

こ
と
か
ら
、
後
任
と
し
て
ユ
シ
ロ
化
学
工
業
株
式
会

社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
営
業
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
幅
広
い
人
脈
や
多
く
の
催
事
に
参
加
し
た
経

験
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
２　
広
報
委
員
会
で
は
、
委
員
と
し
て
正
会
員

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
東
京
本
店
営
業

部
事
務
課
課
長
の
宮
下
洋
介
氏
に
お
願
い
し
た
い
。

前
任
の
大
嶋
直
樹
氏
の
退
任
に
伴
い
、
後
任
と
し
て

株
式
会
社
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方
で
あ
る
。
社
内
広
報
に
関
す
る
企
画
に
携
わ
っ

た
経
験
を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
験
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

任
期
は
い
ず
れ
も
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
6
月

30
日
ま
で
と
な
る
。

Photo:ネモフィラ

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第127回

理 事 会 報 告
２名の委員会委員を追加選任
■日時　令和５年4月4日（火）午後2時58分～午後3時34分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事18名、監事3名

■審議事項
第１号議案　委員会委員の追加選任について
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■第 127 回理事会

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

　

3
月
に
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
改
定
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
既
に
全
国
協
会
か

ら
通
知
し
て
い
る
。

　

改
定
は
、
2
月
10
日
、
政
府
か
ら
発
出
さ
れ
た
「
マ

ス
ク
着
用
の
考
え
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
基
づ

い
て
、
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
の
感
染
制
御
学

教
授
金
光
先
生
の
監
修
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
厚

生
労
働
省
の
生
活
衛
生
課
及
び
内
閣
官
房
の
確
認
を

経
て
実
施
し
た
。

　

主
な
変
更
点
と
し
て
は
、「
業
務
中
の
マ
ス
ク
の
着

用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
。
た
だ
し
、
ビ
ル
オ
ー

ナ
ー
と
の
協
議
の
上
、
感
染
対
策
上
又
は
事
業
上
の

理
由
等
に
よ
り
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
る
こ
と
が
あ

る
」
や
「
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
で
は
常
に
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
」
な
ど
で
あ
る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
を
通
じ
て
、
感
染
拡
大
予
防
を
徹
底
す
る
た

め
、
一
層
感
染
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
す
る
。

⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
小
出
担
当
理
事

令
和
5
年
度 

第
45
回
海
外
研
修
視
察
の
案
内（
第
一
報
）

　

協
会
の
海
外
研
修
視
察
は
隔
年
で
開
催
し
て
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
平
成
30
年
を
最
後
に
中
止
し

て
き
た
。
今
年
は
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
落

ち
着
い
た
こ
と
、
ま
た
国
内
で
も
5
月
8
日
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
法
上
の
分
類
が
5
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
海
外
研
修
視
察
を
再

開
す
る
。

　

訪
問
先
だ
が
、
従
来
北
米
と
欧
州
を
交
互
に
訪
問

し
て
き
た
が
、
今
回
、
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

シ
ド
ニ
ー
と
す
る
。

　

視
察
先
は
、
19
世
紀
の
街
並
み
が
残
る
「
ザ
・
ロ
ッ

ク
ス
」、
２
０
０
０
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
、

世
界
遺
産
の
「
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
」
の
ほ
か
、
現
地
の

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
を
視
察

で
き
る
よ
う
に
調
整
中
で
あ
る
。
日
程
は
、
今
年
の

10
月
27
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
4
泊
6
日
で
あ
る
。

　

価
格
は
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
込
み
で
50
万
円
を

切
る
よ
う
に
最
終
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
取
り
急
ぎ

会
員
の
皆
様
に
は
第
一
報
を
3
月
下
旬
に
お
届
け
し

た
が
、
申
込
書
の
付
い
た
正
式
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

6
月
上
旬
に
届
け
る
予
定
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
修
繕
工
事
等
の
実
施
報
告

　

中
期
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
館
修
繕
工
事
を
実
施
し
た
。
経
年
劣
化
等
に
よ
り

2
階
洗
濯
室
・
資
機
材
庫
・
廃
棄
物
処
理
庫
改
修
工

事
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
島
田
委
員
長

（
ア
）
中
小
企
業
の
割
増
賃
金
率
引
き
上
げ 

リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成

　

労
働
基
準
法
改
正
に
よ
り
、
4
月
1
日
か
ら
、
中

小
企
業
で
も
月
に
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
率
が
50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
大
企
業
の
み
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
中
小
企
業
に

も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
賃
金
の
計
算
方
法

や
、
休
日
・
深
夜
労
働
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
中
小
企

業
が
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
森
井
理
事
に
ま
と
め

て
い
た
だ
き
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
適
正

な
労
務
管
理
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

　

3
月
27
日
に
は
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
、

同
じ
く
森
井
理
事
が
詳
し
く
解
説
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
約
40
名
の
参
加
が
あ
っ
た
が
、

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
計
算
が
複
雑
に
な
る

と
と
も
に
人
件
費
が
増
加
す
る
こ
と
を
心
配
す
る
声

も
聞
か
れ
た
。

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

例
集
の
作
成

　

労
働
安
全
衛
生
大
会
に
合
わ
せ
て
会
員
各
社
か
ら

募
集
し
て
い
る
事
故
や
労
災
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
っ
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た
事
例
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
を
1
冊

に
ま
と
め
、
事
例
集
を
作
成
し
た
。
平
成
26
年
か
ら

令
和
3
年
ま
で
の
8
年
分
の
応
募
作
品
を
職
種
や
場

面
ご
と
に
整
理
し
、
33
個
の
事
例
と
し
て
イ
ラ
ス
ト

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
労
働
災
害
、
事
故
の
防

止
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
副
会
長

（
ア
）
第
２
０
７
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　

今
年
度
は
、
通
常
ど
お
り
年
2
回
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
第
1
回
目
は
6
月
6
日
、紫
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
す
み
れ
コ
ー
ス
で
開
催
す
る
。

（
イ
）
都
立
動
物
園
・
水
族
園
招
待
募
集
の
案
内

　

今
年
度
で
3
回
目
と
な
る
が
、
家
族
向
け
の
事
業

と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。
入
園
チ
ケ
ッ
ト
に
有
効

期
限
は
な
い
た
め
、
今
年
度
は
4
月
か
ら
の
募
集
と

し
た
。

（
ウ
）
第
62
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待

募
集
の
案
内

　

年
4
回
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
、
第
1
回
目
の

ご
案
内
を
す
る
。

オ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
野
口
委
員
長

清
掃
状
況
の
「
見
え
る
化
」
に
関
す
る
調
査
報
告
書

～
作
業
方
法
別
で
の
数
値
比
較
～
の
作
成

　

委
員
会
で
は
、
3
年
度
に
引
き
続
き
、
清
掃
状
況

の
「
見
え
る
化
」
を
テ
ー
マ
に
細
菌
や
油
な
ど
の
有

機
物
を
数
値
化
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定
器
を
使
用
し
て
、

資
材
と
洗
剤
の
組
み
合
わ
せ
を
変
更
し
つ
つ
、
効
果

比
較
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
本
報
告
書
で
は
、
実

態
調
査
の
結
果
や
現
状
の
清
掃
品
質
を
ワ
ン
ラ
ン
ク

向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ
ば

よ
い
か
な
ど
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｐ
測

定
器
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
参
考
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

カ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
谷
川
委
員
長

（
ア
）
令
和
4
年
度 

防
火
・
防
災
管
理
業
務
に
関
す

る
実
態
調
査
報
告
書
の
作
成

　

委
員
会
で
は
、
4
年
度
末
に
実
態
調
査
報
告
書
を

作
成
し
た
。
調
査
は
例
年
実
施
し
て
い
る
が
、
令
和

4
年
度
は
「
防
火
・
防
災
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
昨
年

7
月
時
点
の
会
員
企
業 
５
１
４ 

社
に
向
け
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
東
京
都
で
10
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
地

震
の
被
害
想
定
や
各
企
業
の
防
火
防
災
に
お
け
る
課

題
な
ど
、
防
災
の
最
新
情
報
の
周
知
度
及
び
浸
透
率

等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
防
火
防
災
管
理
業
務
の

受
託
状
況
な
ど
を
調
査
。
年
々
回
答
率
も
上
が
っ
て

お
り
、
前
回
よ
り
も 

2
・
2 

倍
の
回
答
数
を
い
た
だ

い
た
。
ご
多
忙
の
中
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
ご
協
力
い

た
だ
い
た
会
員
企
業
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
イ
）
現
場
警
備
員
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
の
作
成

　

令
和
元
年
に
作
成
し
た
警
備
員
向
け
無
料
冊
子
に

つ
い
て
、
非
常
に
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

４
年
度
は
『
現
場
警
備
員
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』
を
作

成
し
た
。

　

警
備
業
を
行
っ
て
い
る
全
会
員
企
業
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
、
全
50
問
の
多
岐
に
渡
る
質
問
に
警

備
講
師
陣
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
回
答
し
た
集
約
本
と

な
っ
て
い
る
。
今
さ
ら
聞
け
な
い
素
朴
な
疑
問
か
ら

本
質
論
ま
で
全
て
が
詰
ま
っ
た
1
冊
と
な
っ
た
。
各

警
備
現
場
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

キ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
今
井
委
員
長

（
ア
）
知
っ
て
お
き
た
い
建
物
設
備
の
知
識
の
作
成

　

設
備
点
検
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
知
っ
て

お
き
た
い
建
物
設
備
の
知
識
』
を
作
成
し
た
。
こ
の

テ
キ
ス
ト
は
、
設
備
管
理
業
務
の
初
心
者
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
、
設
備
機
器
の
名
称
や
役
割
、
点
検
項

目
や
点
検
時
の
良
否
判
定
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
分
か
り
や

く
解
説
し
て
い
る
。

（
イ
）
職
場
に
お
け
る
チ
ー
ム
力
向
上
の
た
め
の
調

査
報
告
書
の
作
成

　
『
職
場
に
お
け
る
チ
ー
ム
力
向
上
の
た
め
の
調
査
報

告
書
』
は
、
職
場
で
発
生
す
る
事
故
や
顧
客
へ
提
供

す
る
品
質
の
低
下
に
つ
い
て
原
因
を
追
及
す
る
と
、

職
場
の
人
間
関
係
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
起
因
す
る
事

例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
職
場
に
お
け
る
チ
ー
ム
力
向

上
に
つ
い
て
、
業
務
目
標
や
教
育
研
修
、
取
組
状
況



19 開けるドア　ひと呼吸おき　安全確認

■第 127 回理事会

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
回
答
結
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

（
ウ
）
設
備
管
理
・
保
全
講
習
の
実
技
紹
介
動
画
の

作
成

　
「
受
電
盤
、
動
力
・
電
灯
変
圧
器
盤
の
研
修
」
及
び

「
電
気
測
定
器
の
使
い
方
」
の
2
本
を
作
成
し
た
。

　

今
回
作
成
し
た
動
画
は
、
電
気
設
備
の
初
級
レ
ベ

ル
の
実
技
に
焦
点
を
当
て
、
講
習
会
で
実
施
す
る
内

容
を
紹
介
し
て
い
る
。
講
習
会
の
受
講
を
決
め
る
際

の
検
討
材
料
や
受
講
生
の
予
習
・
復
習
、
あ
る
い
は

各
社
社
員
教
育
の
教
材
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

動
画
は
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
る
。

（
エ
）
電
気
設
備
と
給
排
水
設
備
の
維
持
管
理
と
事

故
事
例
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　

3
月
29
日
に
「
電
気
設
備
と
給
排
水
設
備
の
維
持

管
理
と
事
故
事
例
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。

一
般
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会
様
と
東
京
都
下

水
道
局
様
か
ら
各
設
備
の
注
意
点
や
事
故
事
例
等
に

つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
詳
し
く
説
明

い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
53
名
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り
、
9

割
以
上
の
方
が
「
役
に
立
っ
た
」
と
回
答
し
た
。

ク　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

（
ア
）
令
和
4
年
度 

特
別
支
援
学
校
清
掃
巡
回
指
導

の
実
施
報
告

　

令
和
4
年
7
月
か
ら
令
和
5
年
2
月
に
か
け
て
、

都
の
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
清
掃
巡
回
指
導
を

実
施
し
た
。「
清
掃
作
業
現
場
体
験
指
導
」
で
は
、
1

校
に
対
し
て
、
学
校
で
の
指
導
を
5
日
間
、
企
業
で

の
お
仕
事
体
験
を
5
日
間
実
施
し
、「
清
掃
検
定
対
策

指
導
」
で
は
11
校
に
19
回
、「
清
掃
親
子
教
室
」
で
は

11
校
に
15
回
開
催
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
令
和
4
年

度
は
新
規
に
「
校
内
日
常
清
掃
作
業
指
導
」
を
7
校

で
7
回
開
催
し
た
。
清
掃
巡
回
指
導
は
合
計
51
回
開

催
し
、
児
童
・
生
徒
延
べ
６
１
１
名
に
指
導
し
た
。

　

実
施
し
た
学
校
か
ら
は
、「
と
て
も
よ
い
指
導
で
あ

り
、
令
和
5
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。
今
年
度
も
同
様
の
事

業
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

（
イ
）
特
別
支
援
学
校
保
護
者
向
け
チ
ラ
シ
の
作
成

　

特
別
支
援
学
校
保
護
者
に
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
チ
ラ
シ
「
ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
だ
！
」
を
作
成
し
、
特
別
支
援
学

校
高
等
部
に
配
付
し
た
。

　

今
年
度
は
、
令
和
3
年
度
に
作
成
し
た
動
画
「
障

が
い
者
ス
タ
ッ
フ
の
1
日
を
追
っ
て
」
の
広
報
と
と

も
に
こ
の
チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
、
特
別
支
援
学
校
保

護
者
と
生
徒
に
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る

計
画
で
あ
る
。

⑶　
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
　
高
橋
専
務
理
事

他
団
体
へ
の
推
薦

　

他
団
体
へ
の
派
遣
は
、
い
ず
れ
も
任
期
満
了
に
伴

う
継
続
派
遣
の
依
頼
で
あ
り
、
所
管
の
委
員
会
に
お

け
る
内
定
・
推
薦
を
受
け
、
本
日
の
三
役
会
に
報
告

済
み
で
あ
る
。

（
ア
）
東
京
労
働
局

　

東
京
労
働
局
か
ら
は
2
件
で
あ
る
。
1
件
目
は
、

東
京
労
働
局
安
全
衛
生
専
門
委
員
に
、
労
務
管
理
委

員
会
労
災
収
支
改
善
小
委
員
会
の
島
田
良
雄
小
委
員

長
の
継
続
派
遣
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

　

２
件
目
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
適
正
運
営
協
力
員

と
し
て
、
労
務
管
理
委
員
会
労
働
条
件
小
委
員
会
委

員
の
栗
原
純
氏
の
継
続
派
遣
依
頼
で
あ
る
。

（
イ
）
（
公
財
）
東
京
防
災
救
急
協
会

　

公
益
財
団
法
人
東
京
防
災
救
急
協
会
か
ら
は
、
消

防
用
設
備
等
点
検
済
表
示
管
理
委
員
会
委
員
に
つ
い

て
、
高
橋
専
務
理
事
の
継
続
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
。

（
ウ
）
（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

①
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
か
ら
、
全
国
協
会
を
通
じ
て
、
第
43
回
全
国

障
害
者
技
能
競
技
大
会
専
門
部
会
専
門
委
員
主
査
の

推
薦
依
頼
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
②
新
た
に
本
大

会
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
種
目
の
競
技
の
運
営
に
関
す

る
各
種
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
全
国
協
会
に
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
当
該
専
門
委
員
主
査

を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
と
し
て
も
推
薦
す
る

よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
障
が
い
者
等

自
立
支
援
委
員
会
で
は
、
事
務
局
専
任
講
師
の
北
山

克
己
氏
の
推
薦
を
内
定
し
た
が
、
本
件
も
、
候
補
者
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は
継
続
で
あ
る
。

（
エ
）
関
東
地
区
電
気
使
用
合
理
化
委
員
会

　

関
東
地
区
電
気
使
用
合
理
化
委
員
会
か
ら
、
同
委

員
会
委
員
の
継
続
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
の
職
は
、

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
委
員
長
の
充
て
職
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
今
井
士
郎
委
員
長
に
お
願

い
す
る
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
３
月
）

3
月
7
日	

三
役
会
、
第
1
2
6
回
理
事
会
、

地
区
本
部
会
議

	

令
和
5
・
6
年
度
役
員
立
候
補
書

類
の
配
付
開
始

３
月
８
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

３
月
11
日
～	

2
階
洗
濯
室
改
修
工
事
等
実
施

イ　
今
後
の
予
定

５
月
９
日 

三
役
会
、
第
１
２
８
回
理
事
会

６
月
２
日 

第
13
回
定
時
総
会
、
臨
時
理
事
会

６
月
13
日 

三
役
会
、
第
１
２
９
回
理
事
会

６
月
19
日 

第
57
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ホ
ー
ル
Ｃ
）

７
月
４
日 

三
役
会
、
第
１
３
０
回
理
事
会
、

役
員
・
委
員
の
集
い
、
新
旧
役
員

懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

７
月
27
日 

全
国
協
会
定
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
０
８
社
、
賛
助
会
員
68
社

エ　
令
和
５
年
度 

事
務
局
職
員
職
務
分
担

　

今
般
、
職
員
の
退
職
・
採
用
が
あ
っ
た
た
め
、
一

部
委
員
会
の
担
当
職
員
が
変
更
と
な
っ
た
。

⑸　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　
令
和
５
・
６
年
度 

東
京
協
会
役
員
・
全
国
協
会
代

議
員
立
候
補
書
類
の
受
付

　

4
月
4
日
9
時
か
ら
、
令
和
5
・
6
年
度
東
京
協

会
役
員
・
全
国
協
会
代
議
員
立
候
補
の
受
付
を
開
始

し
た
。立
候
補
書
類
の
交
付
は
、昨
日
終
了
し
て
い
る
。

　

立
候
補
の
受
付
締
切
は
、
4
月
10
日
（
月
）
17
時
。

受
付
の
際
は
、
郵
送
等
で
は
な
く
、
関
係
書
類
を
直

接
事
務
局
宛
て
ご
持
参
願
い
た
い
。
代
理
の
方
で
も

可
で
あ
る
。

2019. ● Network Tokyo15 □□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

飲酒運転はダメ！
お酒などアルコール類を飲んだとき、
運転はゼッタイに止めましょう。
スピード違反や人身事故など
重大事故につながり、危険です。
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社
会
の
主
な

出
来
事

３
・
14	

東
京
都
心
で
桜
開
花
の
発
表

３
・
15	

国
会
欠
席
理
由
で
ガ
ー
シ
ー
参
院
議

員
を
除
名

３
・
16	

岸
田
文
雄
首
相
と
韓
国
の
尹
錫
悦
大

統
領
が
官
邸
で
会
談
し
関
係
正
常
化

で
合
意

３
・
17	

政
府
が
闇
バ
イ
ト
情
報
排
除
や
名
簿

流
出
防
止
な
ど
の
緊
急
対
策
を
決
定

３
・
18	

Ｊ
Ｒ
京
葉
線
の
新
駅
「
幕
張
豊
砂

駅
」
開
業

2
・
19	

将
棋
の
藤
井
聡
太
竜
王
が
史
上
最
年

少
で
「
六
冠
」
達
成

３
・
20	

習
近
平
国
家
主
席
が
ロ
シ
ア
を
訪
問

し
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談

３
・
21	

岸
田
首
相
が
キ
ー
ウ
を
電
撃
訪
問
し

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
会
談

３
・
22	

第
5
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
で
日
本
が

7
戦
全
勝
で
優
勝

３
・
23	

米
国
の
中
央
銀
行
に
当
た
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ

が
金
利
を
０
・
25
％
引
き
上
げ
決
定

３
・
24	

フ
ラ
ン
ス
全
土
で
の
年
金
改
革
デ
モ

を
受
け
イ
ギ
リ
ス
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王

の
訪
仏
を
延
期

３
・
25	

皇
居
・
乾
通
り
春
の
一
般
公
開
が
4

年
ぶ
り
に
始
ま
る

３
・
26	

中
国
で
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
の
日
本
人

男
性
幹
部
が
ス
パ
イ
容
疑
で
拘
束

３
・
27	

文
化
庁
が
京
都
市
の
新
庁
舎
に
移
転

３
・
28	

２
０
２
３
年
度
予
算
が
成
立
。
過
去

最
大
の
１
１
４
兆
円

3
・
29	

米
韓
両
軍
が
５
年
ぶ
り
の
規
模
で
実

施
の
上
陸
訓
練
を
公
開

3
・
30	

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
が

決
定

3
・
31	

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
が
英
国
の
加
盟
で
12

カ
国
に
拡
大

４
・
1	

第
95
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
で
山
梨

学
院
が
山
梨
県
勢
初
の
優
勝

4
・
２	

音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
死
去(

71
歳)

4
・
３	

作
家
東
野
圭
吾
さ
ん
著
作
の
国
内
累

計
発
行
部
数
が
１
億
部
を
突
破

4
・
４	

ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
が
刑
事
被
告

人
と
し
て
出
廷

4
・
５	

台
湾
の
蔡
英
文
総
統
が
ア
メ
リ
カ
を

訪
問

4
・
６	

沖
縄
県
宮
古
島
付
近
で
陸
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
消
息
不
明
に

4
・
７	

日
米
韓
が
北
朝
鮮
非
難
の
共
同
声
明

を
発
表

4
・
８	

日
銀
の
黒
田
東
彦
総
裁
が
任
期
満
了

４
・
９	

統
一
地
方
選
挙
前
半
戦
の
知
事
選
挙

な
ど
が
投
開
票
さ
れ
る

４
・
10	

政
府
有
識
者
会
議
で
外
国
人
技
能
実

習
制
度
「
廃
止
」
を
提
案

４
・
11	

4
年
ぶ
り
の
隅
田
川
花
火
大
会
が
開

催
決
定

４
・
12	

日
本
の
総
人
口
が
1
億
2
4
9
4
万
人

当協会メールマガジンに
登録しませんか？

　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をいち早くお届け
しています。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコードから登録申込
フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、
　一般問わずに、登録無料
　です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報
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一
　
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

総
合
評
価
方
式
の
適
用
案
件
に
つ
い
て
は
、
清
掃
業
務
、
警
備･

受
付
業
務

に
加
え
て
、
設
備
管
理
に
つ
い
て
も
価
格
点
上
限
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
価
格
点
の
上
限
設
定
を
適
用
し
て
い
る
建
物
清
掃
及
び
警
備
・
受
付
以
外
の

業
務
に
つ
い
て
は
、
業
務
ご
と
の
上
限
設
定
の
必
要
性
や
配
点
バ
ラ
ン
ス
等
を

踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�
（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑵　

政
策
的
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
品
質
確
保
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
）、
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
）、
イ
ン
ス
ペ
ク

タ
ー
等
の
資
格
者
の
保
有
状
況
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
認
定
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
７
０
０
１
）、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
事
業
者
、
本
協
会
加
盟
の
有
無
等
に

つ
い
て
も
加
点
要
素
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
総
合
評
価
に
お
い
て
は�

、
公
共
調
達
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
都
の
政
策
目

的
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
別
の
法
令
に
よ
り
公
共
調
達
の
落

札
者
決
定
に
当
た
り
考
慮
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
項
目
な
ど
を
政
策
的
評
価

項
目
と
し
て
お
り
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
項
目
や
障
害
者
雇
用
の
項
目
な

ど
に
つ
い
て
設
定
項
目
例
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
評
価
項
目
に
は
馴
染
み
に
く
い
も
の

も
あ
り
、
総
合
評
価
の
加
点
項
目
に
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。�

　
（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑶　

総
合
評
価
方
式
に
中
小
業
者
が
参
入
す
る
方
式
と
し
て
「
事
業
協
同
組
合
」

の
活
用
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
個
別
発
注
案
件
に
対
応
す
る
た
め
に
事
業

協
同
組
合
を
設
立
す
る
の
は
期
間
や
経
費
等
の
観
点
か
ら
、
現
実
的
で
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。中
で
も
、一
定
規
模
以
上
の
総
合
管
理
案
件
に
お
い
て
は
、異
な
っ

た
業
態
の
業
者
の
協
同
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ

い
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　

東
京
都
で
は
、
原
則
と
し
て
、
建
物
清
掃
、
電
気
・
暖
冷
房
設
備
保
守
等
、

営
業
種
目
ご
と
に
分
離
分
割
発
注
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
規
模
が
小
さ
く
分
割

す
る
こ
と
で
合
理
性
が
損
な
わ
れ
る
等
の
理
由
の
あ
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
複

数
の
営
業
種
目
を
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
総
合
建
物
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
総
合
建
物
管
理
案
件
に
つ
い
て
は
、
競
争
性
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
履
行
上
の
問
題
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
必
要

に
応
じ
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）

令
和
５
年
度 

東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
の
回
答

　
令
和
４
年
８
月
、
都
知
事
に
提
出
し
た
要
望
書
の
回
答
が
、
東
京
都
か
ら
都
議
会
各
会
派
を
通
じ
て
届
き
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
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■令和5年度  東京都所有の建築物の維持管理に関する要望の回答

要
望
内
容 

⑷　

総
合
評
価
案
件
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
引
継
ぎ
期
間
を
確
保
し
、
年
度
当
初

か
ら
質
の
高
い
業
務
が
履
行
で
き
る
よ
う
、
入
札
時
期
を
設
定
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

都
の
回
答

　
都
が
令
和
４
年
７
月
に
公
表
し
た
「
シ
ン
・
ト
セ
イ
加
速
化
方
針
２
０
２
２
」

に
お
け
る
迅
速
化
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
事
業
年
度
の
前
年
度
に
支
払
い
等
を
行

わ
な
い
形
で
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
前
年
度
中
の
契
約
手
続
を

可
能
と
す
る
「
ゼ
ロ
都
債
の
活
用
拡
大
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
取
組
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
以
降
、
ゼ
ロ
都
債
が
設
定
さ
れ
る
案
件
に

つ
い
て
は
、
入
札
時
期
が
前
倒
し
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

�

（
所
管
部�

財
務
局
）

二
　
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び
に
最
低
制
限
価
格
等
を

　
　
導
入
す
る
場
合
の
協
議
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

予
定
価
格
の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
品
質
確
保
の
た
め
、
積
算
能
力
や
事
業

者
に
よ
る
提
案
内
容
に
つ
い
て
の
審
査
能
力
向
上
な
ど
に
一
層
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

都
の
回
答

　
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
各
局
に
お
い
て
、
労
務
単
価
や
物
価
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
、
適
正
な
積
算
に
努
め
て
お
り
ま
す
。�

　
（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑵　

政
府
は
令
和
３
年
度
の
「
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
」

に
お
い
て
、
年
度
途
中
に
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
た
際
に
円
滑
な
価
格
転
嫁
が

出
来
る
よ
う
、
柔
軟
な
契
約
額
の
変
更
を
促
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
最
低
賃
金
の
年
度
途
中
の
引
上
げ
等
も
見
込
ん
だ　

適
正
な
予
定

価
格
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
複
数
年
契
約
案
件
に
お
い
て
、
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
な
ど
が
変

更
さ
れ
た
際
に
は
、
旧
労
務
単
価
か
ら
新
労
務
単
価
に
改
定
す
る
た
め
の
契
約

変
更
を
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
令
和
３
年
度
は
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
改
定
後
の
最
低
賃
金
額
と
の
差
額
分

に
つ
い
て
、
受
注
者
に
確
認
し
た
う
え
で
、
契
約
変
更
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う
契
約
変
更
対
応
に
つ
い
て
は
引
続
き
、
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
労
務
単
価
や
物
価
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、

適
正
な
積
算
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
労
務
単
価
へ
の
契
約
変
更
に
つ
い
て
は
、
現
在
委
託
案
件
で
は
、

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
使
用
し
て
い
る
一
部
の
案
件
に
つ
い
て
契
約
変
更

を
認
め
て
お
り
ま
す
が
、
他
案
件
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
各
案
件
の
積
算
内

容
を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑶　

万
一
、
業
務
委
託
入
札
に
最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
予

め
本
協
会
と
十
分
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
技
術
力
・
経
営
力
に
よ
る
競
争
を

損
ね
る
弊
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。
特
に
、
労

働
集
約
型
業
務
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の
人
件
費
割
合
は
85
％
程
度

と
言
わ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
、
安
定
し
た
業
務
の
品
質
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
最
低
制
限
価
格
は
予
定
価
格
の
85
％
以
上
で
設
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

都
の
回
答

　
最
低
制
限
価
格
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
は
一
般
的
に
委
託
内
容

が
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
算
基
準
を
共
通
化
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
、

適
用
す
べ
き
業
務
分
野
の
範
囲
等
の
課
題
が
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）
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三
　
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加
資
格
の

　
　
審
査
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

入
札
参
加
申
請
の
際
の
等
級
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）
に
関
し
、
不
正
な
申
請
を
防

ぐ
た
め
、
公
共
工
事
の
経
営
事
項
審
査
の
よ
う
に
決
算
報
告
書
と
共
に
確
定
申

告
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
、
契
約
実
績
に
つ
い
て
も
特
に
清
掃
・
設
備
・
警
備

に
関
し
て
売
上
の
半
分
以
上
の
契
約
書
の
写
し
を
添
付
さ
せ
る
こ
と
を
要
望
し

ま
す
。

都
の
回
答

　
入
札
参
加
資
格
の
等
級
決
定
に
お
い
て
は
、
申
請
日
現
在
で
確
定
し
て
い
る

直
近
の
決
算
年
度
の
財
務
諸
表
等
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
後
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
申
請
内
容
を
確
認
で
き
る
書
類
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
資
格
審
査
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑵　

業
者
指
名
の
段
階
で
は
、
適
切
な
履
行
能
力
の
有
無
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、

十
分
な
積
算
能
力
が
な
い
業
者
の
参
加
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
業
者
指
名
は
、
入
札
参
加
資
格
手
続
き
を
経
て
登
録
さ
れ
た
東
京
都
入
札
参

加
資
格
名
簿
の
登
録
業
者
の
中
か
ら
、
指
名
基
準
に
基
づ
き
、
発
注
契
約
の
内

容
に
適
し
た
専
業
性
及
び
技
術
的
適
性
、過
去
の
履
行
成
績
等
を
踏
ま
え
て
行
っ

て
い
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑶　

入
札
参
加
の
際
に
は
、
入
札
金
額
の
根
拠
と
な
る
積
算
資
料
（
直
接
人
件
費
、

法
定
福
利
費
、
直
接
物
品
費
、
業
務
管
理
費
、
一
般
管
理
費
等
の
内
訳
）
の
提

出
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
都
が
発
注
す
る
委
託
等
の
案
件
に
つ
い
て
は
積
算
資
料
の
提
出
を
全
て
の
案

件
を
対
象
と
し
て
は
求
め
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
低
価
格
等
、
積
算
内
容
の
確
認

を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
別
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑷　

業
者
指
名
段
階
あ
る
い
は
落
札
後
に
、
各
入
札
参
加
資
格
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
、
特
に
納
税
証
明
書
、
従
事
者
の
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
適
用
状
況
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
個
々
の
従
事
者
の
保
険

加
入
や
最
低
賃
金
の
遵
守
等
を
促
す
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
都
が
登
録
事
業
者
や
そ
の
従
業
員
全
て
の
加
入
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
は
受

発
注
者
双
方
に
大
き
な
負
担
と
な
り
、
実
務
上
困
難
で
あ
り
、
ま
た
都
に
そ
の

権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
加
入
者
へ
の
対
応
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
財
務
局
契
約
第
二
課
発
注
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
険
加
入
を
入
札
参
加
条
件
と
す
る
な
ど
、
加
入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑸　

総
合
評
価
案
件
以
外
で
も
、
事
業
者
の
技
術
力
、
経
営
力
等
に
つ
い
て
適
切

に
審
査
・
評
価
で
き
る
体
制
整
備
を
望
み
ま
す
。
適
切
な
追
加
調
査
を
実
施
し
、

履
行
確
保
の
た
め
に
積
算
内
訳
書
、
業
務
履
行
提
案
書
や
誓
約
書
の
提
示
を
求

め
る
な
ど
、
確
実
に
履
行
さ
せ
る
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
事
業
者
の
経
営
力
に
つ
い
て
は
、
資
格
審
査
時
に
年
間
総
売
上
高
、
自
己
資

本
額
な
ど
の
客
観
的
審
査
事
項
と
営
業
種
目
ご
と
の
売
上
高
に
よ
る
主
観
的
審

査
事
項
に
よ
り
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
技
術
力
な
ど
価
格
以
外
の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
案
件
で
は
、
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総
合
評
価
方
式
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

案
件
で
も
、
業
務
内
容
に
応
じ
て
、
入
札
参
加
に
必
要
と
な
る
条
件
を
付
す
こ

と
に
よ
り
、
適
正
な
履
行
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑹　

業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
評
価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
令
和
元
年
12
月
に
東
京
都

が
公
表
し
た
「
準
備
契
約
案
件
に
お
け
る
落
札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

都
の
回
答

　
業
務
委
託
の
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
評
定
対
象
契
約
の
希
望

者
の
み
に
行
っ
て
い
た
評
価
結
果
の
通
知
を
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
全
受
託
者

に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
受
託
者
が
自
身
の
評
価
結
果
を

認
識
す
る
こ
と
が
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
評
価
結
果
の
一
般
へ
の
公
表
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
準
備
契
約
案
件
に
お
け
る
落
札
後
辞
退
に
関
す
る
注
意
事
項
」
の
周

知
・
徹
底
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。�
（
所
管
部�

財
務
局
）

四
　
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

要
望
内
容

⑴　

障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
の
再
開
は
評
価
い
た
し
ま
す
が
、
当
該
案
件

の
内
容
は
、
障
害
者
の
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
実
際

に
は
障
害
者
雇
用
の
モ
デ
ル
に
は
な
り
え
な
い
も
の
で
す
。
障
害
者
の
常
用
雇

用
に
つ
な
が
る
契
約
を
増
や
す
と
と
も
に
、
危
険
な
作
業
を
伴
う
契
約
は
除
外

す
る
な
ど
、
真
に
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
内
容
の
入
札
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル
入
札
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
雇
用
と
就
労
の
場

を
拡
充
す
る
た
め
の
入
札
・
契
約
制
度
に
お
け
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
試
行

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
対
象
案
件
や
契
約
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
試
行
の
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
局

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑵　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
に
当
た
り
、
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て
の
段
階
的

加
点
は
導
入
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
上
限
が
５
点
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
配
点

の
比
重
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
障
害
者
雇
用
点
数
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
登
録
事
業
者
の
法
定
雇
用
率

達
成
状
況
や
資
格
審
査
に
お
け
る
格
付
上
の
あ
り
方
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）

要
望
内
容

⑶　

入
札
参
加
資
格
定
期
受
付
の
際
の
審
査
事
項
に
お
け
る
加
点
対
象
、
総
合
評

価
制
度
に
お
け
る
政
策
評
価
項
目
以
外
で
も
、
障
害
者
雇
用
率
が
加
点
要
素
と

な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

都
の
回
答

　
障
害
者
雇
用
率
に
関
す
る
加
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
札
参
加
資
格
受
付
時

の
資
格
審
査
に
お
い
て
引
き
続
き
採
用
す
る
と
と
も
に
、
総
合
評
価
方
式
の
さ

ら
な
る
推
進
を
通
じ
て
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

（
所
管
部�

財
務
局
）
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著
名
な
米
国
投
資
家
で
あ
る
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ

ト
は
「
潮
が
引
い
て
初
め
て
誰
が
裸
で
泳
い
で
い
た
か
が

分
か
る
」
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
人
為
的
に
作
ら
れ
た

金
融
緩
和
や
取
引
高
に
よ
っ
て
、
一
見
活
況
に
見
え
る
市

場
も
賢
者
は
見
抜
い
て
い
る
と
い
う
出
来
事
・
寓
話
で
あ

る
な
ら
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
例
を
昔
私
は
実
体
験
し

た
の
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。

そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
っ
た

～
一
見
活
況
な
市
場
、
実
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
有
名
な
蚤
の
市
ク
リ
ニ
ァ
ン

ク
ー
ル
に
何
回
目
か
に
出
か
け
た
時
、
道
路
の
真
ん
中

に
段
ボ
ー
ル
を
台
に
し
て
サ
イ
コ
ロ
賭
博
が
さ
れ
て
い

た
の
に
遭
遇
し
た
。
そ
れ
を
非
常
に
た
く
さ
ん
の
人
が

取
り
囲
ん
で
見
て
い
た
。
時
間
に
余
裕
の
あ
っ
た
私

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
に
で
も
な
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス

人
の
性
格
も
解
れ
ば
良
い
な
、
と
い
う
気
持
ち
で
し
ば

し
立
ち
止
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
わ
か
な
い
の
で
賭

け
る
つ
も
り
は
更
々
な
か
っ
た
。

警
察
だ
！

　

楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
す
る
人
々
の
時
間
が
幾
ば
く
か

経
過
し
た
。そ
こ
に
、誰
か
が「
警
察
だ
！
」と
叫
ん
だ
。

す
る
と
、
人
々
は
チ
リ
チ
リ
に
走
り
去
っ
た
。
た
く
さ

ん
い
た
人
だ
か
り
も
、
私
を
含
め
て
、
３
人
が
残
る
だ

け
に
な
っ
た
。
目
を
ぱ
ち
く
り
し
な
が
ら
立
ち
尽
く
し

て
３
人
が
相
互
に
見
詰
め
合
う
不
思
議
な
時
間
が
し
ば

ら
く
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
が
鴨
候
補
で
あ
っ
た
。
ほ

か
の
多
く
の
人
は
、
「
警
察
だ
」
と
叫
ん
だ
見
張
り
の

男
を
含
め
、
「
さ
く
ら
」
だ
っ
た
の
だ
。
彼
ら
は
ゲ
ー

ム
を
楽
し
そ
う
に
、
あ
る
時
は
残
念
そ
う
な
大
声
を
上

げ
て
、
演
じ
て
い
た
。
賭
け
ら
れ
た
金
は
仲
間
の
間
を

駆
け
廻
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。

　
「
さ
く
ら
」
が
笛
吹
い
て
、楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
も
、

踊
り
の
輪
に
加
わ
る
人
は
少
な
い
も
の
だ
。
金
融
緩

和
の
手
段
に
さ
れ
た
、
買
い
支
え
や
介
入
さ
れ
た
金
融

商
品
を
市
場
で
敬
遠
す
る
動
き
が
世
界
的
に
広
が
っ
て

い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
記
事
を
読
む
度

に
、
こ
の
経
験
を
思
い
出
す
。

買
い
物
客
が
溢
れ
て
い
る
の
に

直
ぐ
に
買
え
た
ぞ
！
？

　

次
も
私
が
経
験
し
た
「
さ
く
ら
」
の
話
で
あ
る
。
場
所

は
、
イ
タ
リ
ア
は
ミ
ラ
ノ
の
華
麗
な
ド
オ
モ
か
ら
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
博
物
館
を
結
ぶ
幾
つ
か
の
道
の
う
ち

の
１
つ
の
脇
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
で
あ
る
。
人
為
的
に
作
ら

れ
た
市
場
で
は
正
常
で
な
い
こ
と
が
起
こ
る
。

　

こ
の
店
は
人
が
溢
れ
て
い
た
。
こ
ん
な
人
気
の
あ
る
店

の
味
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
何
列

か
あ
る
行
列
の
末
尾
に
並
ん
だ
。４
、５
番
位
の
順
番
だ
っ

た
の
で
、
気
長
に
待
つ
つ
も
り
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、あ
ま
り
時
間
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、突
然
、

列
の
最
前
面
に
出
て
し
ま
っ
た
。
私
は
戸
惑
っ
た
。
注
文

内
容
を
ま
だ
決
め
て
い
な
い
し
、
英
語
が
通
じ
る
か
一
瞬

悩
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
、
正
確
な
こ
と
は

今
も
わ
か
ら
な
い
。
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
知
ら
な

い
間
に
道
が
開
け
た
。
つ
ま
り
列
の
自
分
の
前
に
誰
も
い

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
私
は
意
識
せ
ず
足
を
動

か
し
前
に
進
ん
で
い
た
。
渇
望
し
て
い
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に

早
く
あ
り
つ
い
て
私
は
意
気
揚
々
と
店
を
出
て
き
た
。

　

数
日
経
過
し
て
こ
の
現
象
は
「
さ
く
ら
」
が
起
こ
し
た

の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
友
達
同

士
で
店
に
来
て
友
達
が
別
の
列
で
ま
と
め
て
注
文
し
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
か
ら
思
う
と
不
思
議
な

出
来
事
は
幾
つ
か
あ
っ
た
。
並
ぶ
人
々
は
ほ
と
ん
ど
若
者

で
、
彼
ら
彼
女
ら
の
小
声
の
騒
ぎ
声
と
妙
な
動
き
は
列
で

待
つ
人
々
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
列
に
並
ぶ
人
数
の
多

さ
の
割
に
コ
ー
ン
や
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
店
か
ら
出
て
く
る

文　

学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
ビ
ル
メ
ン
会
社
元
監
査
役　

辰
巳
憲
一

読
者
投
稿

サ
ク
ラ
ン
ボ
は

実
る
で
し
よ
う
か

～
偽
の
入
札
に
は

　
　
気
を
付
け
ろ
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人
数
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
、等
々
で
あ
る
。
こ
ん
な「
さ

く
ら
」が
世
の
中
に
い
る
と
は
今
更
な
が
ら
驚
き
で
あ
る
。

盛
り
上
が
っ
て
い
る
か
ら

市
場
は
正
常
と
は
限
ら
な
い

　

冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
様
な
現
象
は
証
券
市
場

な
ど
の
入
札
に
お
い
て
普
通
に
起
こ
り
得
る
。
株
式
の
発

注
に
際
し
て
、
出
し
て
い
た
注
文
を
列
の
前
に
い
る
人
が

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
り
、
修
正
す
れ
ば
、
自
分
の
注
文
は
予

想
外
に
速
く
成
約
し
て
し
ま
う
。

　

注
文
キ
ャ
ン
セ
ル
や
修
正
自
体
は
必
ず
し
も
不
正
で
は

な
い
。
多
数
の
注
文
を
す
べ
て
一
人
で
出
し
て
そ
れ
ら
を

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と
取
引
所
か
ら
調
査
さ
れ
、
キ
ャ
ン
セ

ル
は
不
正
と
認
定
さ
れ
る
恐
れ
は
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
複
数
の
者
か
ら
の
発
注
と
そ
の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
あ
れ

ば
問
題
な
い
。
そ
れ
で
も
、
優
先
度
の
低
い
注
文
を
出
し

た
に
も
係
わ
ら
ず
約
定
で
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
疑
っ

て
み
て
も
よ
い
。

　

想
像
す
る
に
、
入
札
の
買
い
手
の
な
か
に
、
低
い
指
値

の
売
り
注
文
を
（
ほ
と
ん
ど
）
す
べ
て
買
い
取
る
輩
が
い

る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
普
通
の
売
り
手

は
、
指
値
を
低
く
す
れ
ば
（
ほ
と
ん
ど
）
す
べ
て
約
定
す

る
と
い
う
都
合
の
よ
い
市
場
に
な
る
。

　

他
方
、
普
通
の
買
い
手
は
、
指
値
を
低
く
し
て
も
、
こ

の
輩
と
競
合
し
、
出
し
た
注
文
は
（
ほ
と
ん
ど
）
す
べ
て

約
定
し
な
い
と
い
う
不
都
合
な
市
場
に
な
る
。
ぜ
ひ
と
も

（
急
ぎ
で
）
買
い
た
い
時
に
は
指
値
を
高
く
し
な
け
れ
ば

買
え
な
い
、
あ
る
種
の
流
動
性
の
低
下
が
生
じ
る
よ
う
に

な
る
。

直
ぐ
に
売
れ
た
！　
～
底
値
を
拾
う
当
局

　

板
（
い
た
）
と
呼
ば
れ
る
実
際
の
売
買
列
は
、
も
う
少

し
複
雑
で
、
価
格
毎
に
売
り
は
左
側
、
買
い
は
右
側
に
並

ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
注
文
を
出
せ
ば
、
直
ぐ
に
売
れ

る
事
例
は
日
本
で
も
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
売
り

手
が
希
望
す
る
値
段
は
直
前
の
価
格
よ
り
１
円
安
い
た
め

買
い
手
側
に
は
誰
も
並
ん
で
い
な
い
が
、
敢
え
て
大
量
に

発
注
す
る
と
し
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
隠
れ
て
い
た
買

い
手
が
突
然
現
れ
て
こ
の
売
り
を
引
き
取
り
全
量
買
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
れ
以
上
価
格
は
下
が
ら
な
い
。

　

も
っ
と
安
い
値
段
で
買
い
た
い
と
待
っ
て
い
た
投
資
家

達
に
は
、順
番
が
回
っ
て
こ
ず
に
、悔
し
さ
だ
け
が
残
る
。

隠
れ
て
様
子
見
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
、
こ
の
買
い
手

は
底
値
を
拾
う
（
つ
ま
り
買
い
支
え
す
る
）
当
局
で
は
な

い
か
と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
あ
る
。

価
格
の
信
頼
性
と
日
本
の
金
融
政
策　
～
後
日
談

　

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
急
い
で
追
加
説

明
す
る
と
、
先
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
の
価
格
は
通
常
の
ミ
ラ

ノ
価
格
で
あ
り
、
私
は
ぼ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、

そ
の
後
行
っ
た
ミ
ラ
ノ
出
張
で
確
認
し
た
の
で
、
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。

　

話
を
戻
す
と
、
御
存
じ
の
方
は
多
い
と
思
う
が
、
板
と

は
、
売
り
た
い
人
の
売
数
量
、
売
値
、
買
い
た
い
人
の
買

数
量
、
買
値
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
の
こ
と
を
指

す
。
こ
の
板
に
多
く
の
注
文
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
活
発
に

取
引
さ
れ
て
い
る
銘
柄
と
一
応
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
銀
の
市
場
介
入
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
狙
っ
て
当
初
は
極

秘
に
行
わ
れ
た
が
、
い
つ
か
ら
か
指
値
等
を
事
前
に
通
知

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
知
す
る
方
が
当
局
の
意
図
が
わ

か
り
、
市
場
に
は
効
果
が
あ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
、
２
０
１
６
年
９
月
よ
り
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）
政
策
、
２
０
２
１
年
３
月
か

ら
は
複
数
日
に
わ
た
り
実
施
す
る
よ
り
強
力
な
連
続
指
し

値
オ
ペ
制
度
が
導
入
さ
れ
、
政
策
は
多
彩
に
な
っ
た
。

　

現
行
の
政
策
の
ま
ま
十
分
年
数
が
経
っ
た
後
の
状
況
を

私
は
恐
れ
る
。
投
資
家
に
公
平
・
安
全
か
つ
迅
速
で
信
頼

で
き
る
取
引
機
会
を
提
供
す
る
の
は
当
局
と
取
引
所
の
役

割
で
あ
る
。
政
策
の
道
筋
が
付
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
日
本

の
金
融
証
券
市
場
が
い
び
つ
な
ま
ま
放
置
さ
れ
る
の
は
大

変
怖
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
出
口
戦
略
と
呼
ば
れ
る
問
題

で
あ
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
別
の
切
り
口
で
こ
の
点
を
展
開

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

読 者 投 稿

一部の桜は初夏にサクランボという実を付ける。筆者撮影。
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文：相談員　税理士　石井　泰幸

なんでも
　  相 談
コーナー

●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

相談員のご紹介（五十音順）
経営等に関するさまざまな

相談を受け付けております。
e-mail : pr@tokyo-bm.or.jp まで

　以下のような質問がたまにあります。

Q．電車通勤の非常勤の従業員に、通勤手当を毎
月 3,000 円支給した場合に所得税は課税されま
すか？3,000円は1ヶ月の定期代金の範囲です。

A.　課税しません。
　パート、アルバイトなどの非常勤の従業員に支
給する通勤手当は、一定の範囲の金額であれば、
課税はありません。
　所得税法には日にちごとに計算する規定は無
く、その月に支給される通勤手当の非課税限度額
が規定されています。
　よって、上記金額 3,000 円が、月額定期乗車券
の金額であっても、会社が定める金額であっても、
実費交通費○月の概算日数であっても、所得税の
定める非課税の金額の範囲であれば、課税はあり
ません。
　この規定は、正社員、アルバイト従業員の別な
く適用されます。

（所得税施行令第 20 条の２「非課税とされる通勤
手当」）
①通勤のために交通機関または有料道路を利用す

る場合　　　  ……月額 150,000 円まで非課税
　　ただし、その者の通勤に係る運賃、時間、距

離等の事情に照らし最も経済的且つ合理的と認
められる通勤の経路及び方法による運賃の額と
する。

②自動車や自転車などの交通用具を使用している
場合
●通勤距離が片道２㎞未満である場合　

……全額課税
●　　〃　　２㎞以上１０㎞未満の場合　

……非課税限度額 4,200 円
●　　〃　　10㎞以上 15㎞未満の場合　

……非課税限度額 7,100 円
●　　　　　　　　略　　
●　　〃　　55㎞以上の場合

……非課税限度額 31,600 円
③交通機関を利用している人に支給する通勤定期

乗車券
　1 ヶ月あたりの合理的な運賃等の額

……最高限度額 150,000 円／月まで非課税
④交通機関または有料道路を利用するほか交通用

具も使用している人に支給する通勤手当や通勤
定期乗車券……非課税限度額は

　1 ヶ月当たりの合理的な運賃等の額＋②の金額
　ただし最高限度額 150,000 円／月　　

　また、非課税限度額を超えて支給した場合には、
この超える金額は給与として課税され、源泉徴収
税額の計算をする場合には課税対象になります。
　また、所得税法の範囲ではありませんが、「同
一労働同一賃金ガイドライン」の不合理な待遇の
禁止等に関する指針に「通勤手当」も記載されて
いますので、ご確認なさってください。

パート従業員に支払う
通勤手当について
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（掲載料無料）

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲

製品情報募集
（掲載料無料）

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

アイテック阪急阪神株式会社　
Tel 03-6747-3500　https://www.octbas.net/meterpost/

目視と手書きでメーターの値を台帳に記載、パソコンで数値を手入力してデータ化…。
ミスが起こりやすく時間もかかる一連の作業を、手軽に DX 化しませんか？
検針後も、現場の方々の実運用に寄り添ったデータ管理が可能。
専用端末・スマートメーターへの買い替えなど、大きな設備投資も不要。
既存のメーターを活かして、検針業務の省力化とデジタル管理を
早期に実現させます。

現場志向の検針システム。

メーター検針用スマホアプリ

詳細は QR コードから！

トップ画面 検針画面 アラートメッセージ
システム画面

WEB 台帳画面

スマホ検針 めたぽすと
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案
内
済
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一
覧
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■委員長　　　吉澤　幸夫

■委　員　　　奥出　隆之
　　　　　　　里見　貴弘
　　　　　　　庄司　和明
　　　　　　　鈴木　英司
　　　　　　　中嶋　徹治
　　　　　　　宮下　洋介

広報誌

令和5年5月号（第603号）

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　
ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会
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委員五十音順

3
月
22
日

【 

協
　
会 
】

	

●	

会
員
代
表
者
に
お
け
る
還
暦
該
当
者
の
確
認
に
つ
い
て

	

●	

令
和
５
年
度	
第
45
回
海
外
研
修
視
察
（
第
一
報
）

	

●	

講
習
会　

　

		（
1
）
危
険
予
知
訓
練
（
K
Y
T
）
講
習

　

		（
2
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習

　

		（
3
）
上
級
救
命
講
習

【 

そ
の
他
団
体
よ
り 

】

	

●	

職
場
の
「
熱
中
症
」
を
防
ご
う
！

　

		

東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
課

4
月
6
日

【	

協　

会	

】

	

●	

講
習
会

　

		（
1
）
品
質
評
価
法
講
習

　

		（
2
）
貯
水
槽
清
掃
作
業
従
事
者
研
修

　

		（
3
）
外
国
人
従
事
者
育
成
の
た
め
の
指
導
者
養
成
講
習

	

●	

第
2
0
7
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

	

●	

第
62
東
京
都
交
響
楽
団
特
別
招
待
募
集

	

●	

令
和
5
年
度
都
立
動
物
園
・
水
族
園
招
待
募
集

	

●	

広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」（
2
0
2
3
年
4
月
号
）

　

い
よ
い
よ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
感
染

症
法
上
の
分
類
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
「
5
類
」
扱
い
に
な
る
。
既
に
3
月
か
ら
は
、

マ
ス
ク
を
す
る
か
し
な
い
か
は
本
人
任
せ
に
な

っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い

物
の
と
き
に
、
マ
ス
ク
を
忘
れ
て
車
に
戻
る
必

要
も
な
く
な
っ
た
。
但
し
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の

人
が
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
の
で
少
し
気
恥
し

い
思
い
は
す
る
が
、
そ
れ
と
て
、
時
間
の
問
題

な
の
だ
ろ
う
。
や
っ
と
、
コ
ロ
ナ
か
ら
解
放
さ

れ
た
。
そ
れ
故
か
、
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
庭
や

近
所
の
公
園
で
草
木
を
愛
で
る
の
が
何
か
贅
沢

な
時
間
の
過
ご
し
方
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。

　

と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
と
も
に
サ
ー

ビ
ス
業
界
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
き
て
い

る
。
営
業
自
粛
や
制
限
を
受
け
て
き
た
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
、
温
浴
施
設
に
も
顧
客
は
確
実
に
戻

り
つ
つ
あ
る
が
、
応
対
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
難
し
い
の
で
あ
る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

界
も
然
り
、
募
集
広
告
を
出
し
て
も
な
か
な
か

応
募
が
な
い
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
募
集
媒
体

や
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
（
社
内
紹
介
制
度
）
な
ど

の
方
法
で
工
夫
を
す
べ
き
か
、
募
集
対
象
を
、

高
齢
者
、
主
婦
、
外
国
人
、
W
ワ
ー
カ
ー
に
拡

げ
る
の
か
等
々
色
ん
な
こ
と
を
考
え
て
も
良
策

が
見
つ
か
ら
な
い
。
言
え
る
こ
と
は
、
パ
ー
ト

な
ど
の
非
正
規
雇
用
の
時
給
は
、
人
手
獲
得
の

た
め
の
値
上
げ
合
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

願
わ
く
ば
、
人
手
不
足
と
い
う
レ
ッ
ド
・
オ

ー
シ
ャ
ン
（
競
合
の
激
し
い
既
存
の
事
業
領
域
）

か
ら
抜
け
出
し
、
一
刻
も
早
く
ブ
ル
ー
・
オ
ー

シ
ャ
ン
戦
略
（
新
し
い
市
場
を
開
拓
し
、
競
合

の
な
い
新
領
域
に
事
業
を
開
拓
し
て
い
く
戦
略
）

を
確
立
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

		

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　

吉
澤　

幸
夫
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社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　在　　　　地 電話番号 FAX番号

赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※4月10日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。告　知　板

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会への

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスを
ご利用いただけます。

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」無料掲載

特典４：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供
特典５：協会主催催事への参加による会員交流
特典６：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

（代表者名変更）

大林ファシリティーズ
株式会社

石井　健治 101-0054 東京都千代田区神田錦町1-6　
住友商事錦町ビル

03-5281-8311 03-5281-8332

株式会社
シミズビル・ライフケア

東海　幸一 104-0031 東京都中央区京橋2-10-2
ぬ利彦ビル南館

03-6228-6130

ＪＵＫＩプロサーブ
株式会社

塚野　朗 206-8551 東京都多摩市鶴牧2-11-1	 042-357-2521 042-357-2560

東武ビルマネジメント
株式会社

武政　美佐雄 131-8550 東京都墨田区押上2-12-7	
セトル中之郷1F

03-3623-2194 03-3623-0141

株式会社トムズ 羽深　能央 103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-34-2	
絹川ビル5F

03-5649-8480 03-5643-5644

株式会社ニューセントラル
サービス

佐藤　晋典 150-0021 東京都渋谷区恵比寿西1-16-16　
エースビル7F

03-3464-8531 03-3464-8730

〈所在地・電話・FAX変更〉

三和機材株式会社 金子　竜太郎 135-0053 東京都江東区辰巳3-7-10
（月島倉庫(株)辰巳倉庫内）

03-5534-5813 03-5534-5812







東京都の重要文化財
明治学院インブリー館

令和５年５月１日  第603号

「ビルメンテナンス業のための
   新たな化学物質管理」セミナーから
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